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２
月
15
日
㈪
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
連
絡

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
連
絡
会
で
は
推
進
委
員
が
集

ま
り
、
農
業
委
員
会
業
務
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と

相
互
研
さ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
各
区
域
に
お
け
る
農
地
利
用
最
適
化
推

進
活
動
に
つ
い
て
、
推
進
委
員
の
主
な
活
動
内
容
や

特
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
だ
活
動
、
今
後
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
問
題
等
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
代
表
者
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
農
家
か
ら
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
こ
と
や
、

戸
別
訪
問
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
に
基
づ
き
マ
ッ
チ

ン
グ
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
３
件
の
売
買
が
成
立
し

た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
地
を
取
得
す
る
際
の
「
下
限
面
積
」
を

４
月
か
ら
引
き
下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
事
務
局
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
（
詳
し
く
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

推
進
委
員
は
農
業
委
員
と
連
携
し
、
今
後
と
も
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
向
け
た
地
域
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
農
業
を
営
む
上
で
相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
農
業
委

員
・
推
進
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
　
小
野
寺
　
潔
）

令和２年度第２回農地利用最適化推進委員連絡会

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
連
絡
会
を

開
催
し
ま
し
た
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令
和
３
年
度
仙
台
市
農
業
委
員
会
業
務
計
画

３
月
29
日
㈪
に
第
34
回
総
会
を
開
催

し
、
次
の
と
お
り
令
和
３
年
度
業
務
計

画
を
決
定
し
ま
し
た
。

Ⅰ 

業
務
方
針

我
が
国
の
農
業
・
農
村
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害

の
拡
大
や
農
業
所
得
の
大
幅
な
減
少
等

に
よ
り
、
農
山
村
の
活
力
の
低
下
な
ど

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
に
よ
り
、
国
内
の
経
済
活
動
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
、
農
畜
産
物
の
消

費
減
少
や
価
格
低
迷
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
。

加
え
て
、
農
産
物
等
の
国
内
生
産
・

消
費
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
「
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
」
や
、
日
Ｅ
Ｕ
の
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
発
効
・
日
米
貿
易
交
渉

の
合
意
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
新
た
な

国
際
環
境
の
下
で
、
我
が
国
の
農
林
水

産
業
の
体
質
強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
農
業
委
員
会
で

は
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
両
輪
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に

本
市
農
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
確
実
に

推
進
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
役
割
と
責
任
を
十

分
に
果
た
す
よ
う
、
農
地
法
等
の
許
認

可
審
査
を
は
じ
め
、
農
業
者
の
皆
様
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
指
針
」

を
基
に
、
実
効
性
の
あ
る
地
域
活
動
等

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
「
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
」、
第

二
に
「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
」、

第
三
に
「
新
規
参
入
の
促
進
」
の
３
つ

の
目
標
を
掲
げ
、
担
い
手
と
な
る
認
定

農
業
者
や
生
産
組
織
等
を
育
成
し
、
農

地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
す
る
と
と
も

に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
遊
休
農

地
の
調
査
と
指
導
・
違
反
転
用
農
地
の

是
正
指
導
、
更
に
農
外
か
ら
の
新
規
就

農
の
促
進
な
ど
を
行
い
、
地
域
農
業
の

持
続
的
な
発
展
に
資
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

さ
ら
に
、
宮
城
県
農
地
中
間
管
理
機

構
や
Ｊ
Ａ
仙
台
と
連
携
し
、
農
地
の
集

約
化
等
に
よ
っ
て
生
産
コ
ス
ト
等
を
削

減
し
、
農
業
所
得
の
安
定
・
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
の
実
践
に
向
け
、
地
域
の
話

し
合
い
活
動
に
参
画
し
、
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
。

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
一
致
団
結
し
、
着
実
な
取
り

組
み
と
そ
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
、
盤

石
な
体
制
で
業
務
を
遂
行
し
て
い
く
。

Ⅱ 

活
動
計
画（
抜
粋
）

１
　農
地
行
政
活
動

・
農
地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ
り
そ
の

権
限
に
属
す
る
事
項
の
審
議

・
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

関
す
る
指
針
の
実
行
及
び
更
新

・
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改

善
意
見
の
集
約
等

・
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集

約
・
農
地
移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業

・
遊
休
農
地
の
調
査
と
指
導

・
新
規
参
入
の
促
進

・
農
地
の
違
反
転
用
防
止
対
策

２
　農
業
振
興
活
動

・
地
域
振
興
活
動
の
推
進

・
農
業
者
年
金
の
加
入
促
進

・
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
研
修

農
地
法
第
３
条
の
許
可
実
績

令
和
２
年
11
月
か
ら
令
和
３
年
２
月

ま
で
の
農
地
法
第
３
条
（
売
買
・
貸
借

等
）
の
許
可
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

青　葉

宮城野

若　林

太　白

泉

計

件数

1

4

6

3

2

16

面積（㎡）

11月

件数

2

1

8

8

19

面積（㎡）

12月

件数

3

2

1

1

7

面積（㎡）

１月

件数

2

3

2

1

8

面積（㎡）

２月

件数

6

9

9

14

12

50

面積（㎡）

906

5,032

28,734

4,902

169

39,743

2,477

855

23,538

22,365

49,235

14,204

7,281

10,685

4,213

36,383

5,258

21,485

2,368

13,306

42,417

17,587

18,426

50,219

41,493

40,053

167,778

計月

区



 

地
域
振
興
委
員
会
を
開
催

〜
こ
れ
か
ら
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
向
け
て
〜

耕
作
目
的
で
農
地
の
売
買
や
賃
貸
借

等
を
行
う
場
合
、
農
地
法
第
３
条
の
規

定
に
よ
り
市
町
村
の
農
業
委
員
会
の
許

可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
許
可
に

あ
た
っ
て
は
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
経
営
農
地
面

積
を
一
定
以
上
と
す
る
「
下
限
面
積
要

件
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
仙
台
市
に
お
い
て
は
下
限

面
積
を
50
ア
ー
ル
と
定
め
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
市
内
全
域
に

お
い
て
下
限
面
積
を
30
ア
ー
ル
に
引
き

下
げ
ま
し
た
。

今
回
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
新
規
就

農
者
が
農
地
の
権
利
取
得
を
し
や
す
く

な
る
こ
と
に
加
え
、
小
規
模
経
営
の
農

家
に
お
い
て
も
経
営
規
模
の
拡
大
が
図

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
事
務
課
農
地
係

　
電
　
話
　
　
２
１
４―

４
３
４
０

　
２
月
９
日
㈫
か
ら
10
日
㈬
に
か
け
て
、

「
青
葉
・
泉
」 「
宮
城
野
・
若
林
」 「
太
白
」

の
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
農
業

委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進

委
員
が
参
加
し

て
地
域
振
興
委

員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー

マ
は
、「
経
営

意
向
調
査
に
基

づ
く
農
地
の
賃

貸
借
等
の
マ
ッ

チ
ン
グ
活
動
」。

　
マ
ッ
チ
ン
グ

活
動
は
、「
農
業
を
や
め
た
い
・
規
模

縮
小
し
た
い
」
と
い
う
意
向
を
示
し
た

約
１
，
１
０
０
戸
の
農
家
を
対
象
に
、

昨
年
８
月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
戸

別
訪
問
を
実
施
。
農
家
の
考
え
を
よ
り

深
く
、
具
体
的
に
伺
っ
た
ほ
か
、
状
況

に
応
じ
て
農
地
の
賃
貸
借
の
手
続
き
や

売
買
あ
っ
せ
ん
事
業
等
の
紹
介
、
担
い

手
へ
の
結
び
付
け
な
ど
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
地
域
振
興
委
員
会
で
は
、
次
の
四
つ

の
視
点
で
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
を
振
り
返

り
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

【
活
動
の
感
想
】

・
農
家
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

て
現
状
把
握
が
で
き
た
。

・
家
族
内
に
農
業
を
継
ぐ
者
が
い
な
い

た
め
、
農
家
は
不
安
を
抱
え
て
い
た
。

【
困
っ
た
点
】

・
貸
し
た
い
農
地
は
、
未
整
理
地
、
遊

休
農
地
な
ど
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
が

多
く
、
借
り
手
を
見
つ
け
る
の
が
難

し
か
っ
た
。

・
売
り
た
い
と
い
う
希
望
に
は
、
応
え

て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
勤
め
人
や
地
域
外
在
住
者
が
多
く
、

訪
問
し
て
も
な
か
な
か
会
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

【
成
果
が
上
が
っ
た
点
】

・
中
間
管
理
事
業
な
ど
の
貸
し
借
り
や

売
買
を
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
農
地
の
貸
し
借
り
の
制
度
を
説
明
し
、

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
今
後
の
改
善
点
や
提
案
な
ど
】

・
担
い
手
が
借
り
や
す
く
す
る
た
め
、

ほ
場
の
条
件
を
良
く
す
る
よ
う
働
き

か
け
を
行
う
。

・
集
落
単
位
で
懇
談
会
等
を
開
催
し
、

地
域
で
今
後
の
将
来
を
見
据
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

・
Ｊ
Ａ
仙
台
や
行
政
機
関
と
の
更
な
る

連
携
や
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
へ
の
協

力
依
頼
が
大
事
で
あ
る
。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
終
始
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
、
今
後
も
農
地
の
担
い
手

へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
を
再
確
認
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
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４
月
か
ら
、農
地
の
権
利
取
得
に

係
る
下
限
面
積
を
30
ア
ー
ル
に

引
き
下
げ
ま
し
た

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て

い
る
皆
さ
ま
へ

〜
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
〜

　
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
５
月
下
旬

に「
現
況
届
」の
用
紙
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

６
月
１
日
㈫
か
ら
30
日
㈬
ま
で
に
最
寄

り
の
Ｊ
Ａ
仙
台
各
支
店
ま
た
は
農
業
委

員
会
に
、
持
参
も
し
く
は
郵
送
で
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
事
務
課
振
興
係

　
電
　
話
　
　
２
１
４―

４
３
５
３

宮城野・若林 　
ブロック ▶

◀ 青葉・泉
　 ブロック

（独）

太白ブロック
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［再生紙使用］

こ
の
た
び
、「
仙
台
市
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
が
、
令
和
２
年
度
農
業

委
員
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
県

の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を

通
じ
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
互
い
に
協
力
し
、
農

地
利
用
状
況
等
の
情
報
を
皆
様
に

お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
会
報
編
集
チ
ー
ム

副
チ
ー
ム
長
　
佐
藤
　
と
み
）

水害によって砂利で埋まった河川敷の農地

 

Ｑ
　
農
家
の
お
生
ま
れ
で
す
か
？

Ａ
　
父
は
公
務
員
、
母
は
看
護
師
で
す
。

新
潟
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
入
学
を

機
に
仙
台
に
来
ま
し
た
。

Ｑ
　
農
業
に
従
事
す
る
き
っ
か
け
は
？

Ａ
　
も
と
も
と
食
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
大
学
生
の
と
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
初
め
て
農
作
業
を
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
い
た
だ
い
た
野
菜

が
と
て
も
お
い
し
く
て
感
動
し
ま
し

た
。

　
　
ま
た
、
地
域
の
農
家
と
の
交
流
か

ら
、
農
業
を
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
ま

し
た
。
担
い
手
不
足
な
ど
の
現
状
を

聞
き
、
ぜ
ひ
未
来
に
継
承
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
農
業
の
魅
力
は
？

Ａ
　
自
分
が
作
っ
た
野
菜
を
、
誰
か
が

食
べ
て
く
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
　
好
き
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
食
べ
る
こ
と
で
す
。特
に
、
畑
で
採

れ
た
野
菜
は
格
別
に
お
い
し
い
で
す
。

Ｑ
　
現
在
の
夢
は
？

Ａ
　
私
も
地
域
の
方
々
に
助
け
ら
れ
た

の
で
、
若
い
人
が
、
新
た
に
農
業
に
踏

み
込
め
る
よ
う
な
場
所
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
：
編
集
委
員 
髙
山 

真
里
子
）

㈱
仙
台
あ
ぐ
り
る
農
園
代
表
の

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

小
倉
　
真
紀 

さ
ん

あ
な
た
の
出
番
で
す

太
白
区
中
田
区
域
で
は
、
月
２
回
、

農
業
委
員
２
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
２
名
で
区
域
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
月
初
め
の
活
動
は
、Ｊ
Ａ
仙
台
中
田

支
店
の
小
会
議
室
を
借
り
、
委
員
各
自

が
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
に
か
か
る

こ
と
を
話
し
合
い
、
時
に
は
Ｊ
Ａ
仙

台
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
の
地
区
担
当

者
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の

課
題
を
ま
と
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
中
田
区
域
は
、
名
取
川
河
川
敷
に

多
く
の
畑
が
あ
り
、
区
域
の
南
側
の

名
取
市
と
の
市
境
に
水
田
が
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
名
取
市

と
隣
接
す
る
ほ
場
を
ど
の
よ
う
に
集

積
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
高
齢
化
の

進
む
中
で
い
か
に
農
地
を
維
持
し
て

い
く
か
を
地
域
で
話
し
合
っ
て
い
く

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
区
域
活
動
の
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
鈴
木
　
通
）

編

後
記

集

新
規
就
農
者
を
ご
紹
介

農業委員会事務局 案内図

国
分
町
通
り

仙台市役所
■

仙台ビジネス
ホテル
■

日産レンタカー
　■

■
ロ

ー

ソ
ン

■七十七銀行
　二日町支店

■
青葉区役所

鹿島建設
東北支社■

宮城県庁
■

MS
ビル

農業委員会事務局
北
日
本
銀
行
■

地
下
鉄

勾
当
台
公
園
駅

青葉区二日町6-12
MSビル二日町６F

※

駐
車
の
際
は
、市
役
所
本
庁
舎
の
来
庁

　

者
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　

 

電 

話 

２
１
４

－

４
３
０
８

区
域
活
動
報
告

　
　 （
太
白
区
中
田
区
域
）

お
　
ぐ
ら
　
　
　
ま
　
き

青 と々したリーフレタスを収穫


